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り
全
体
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
姿
を
見
て
国
労
加
入

を
決
め
た
と
報
告
。

　

主
な
発
言
は
、
新
規
採
用
で
は
昨
年
悔
し
い
思

い
を
し
た
。
今
年
こ
そ
獲
得
し
た
い
。
運
転
職
場

で
は
、
長
時
間
過
密
運
転
で
食
事
も
思
う
よ
う
に

取
れ
な
い
実
態
。
検
修
で
は
、
嘱
託
社
員
が
残
っ

て
い
る
の
で
業
務
が
回
っ
て
い
る
し
、
技
術
継
承

も
何
と
か
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
嘱
託
社
員
の
低

賃
金
に
は
、
多
く
の
不
満
が
出
て
い
る
こ
と
な
ど

の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

地
本
と
東
貨
協
か
ら
ま
と
め
が
あ
り
、
東
貨
協

長
島
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
交
流
会
を
終
了

し
た
。
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国 

労 

加 

入 

を

　

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

地
本
主
催
の
貨
物
分
会
交
流
会
が
、
二
月
二
八

日
地
本
で
開
催
さ
れ
た
。
貨
物
会
社
は
、
定
期
昇

給
を
も
凍
結
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
を
許
さ
ず

大
幅
賃
上
げ
を
獲
得
し
、
組
織
拡
大
を
目
指
す
取

組
み
の
一
環
。

　

主
催
者
代
表
で
石
上
委
員
長
の
挨
拶
、
引
き
続

き
関
東
貨
物
協
の
吉
田
事
務
長
の
報
告
。
さ
ら
に

地
本
と
東
貨
協
か
ら
提
起
を
受
け
て
交
流
を
行
っ

た
。

　

青
年
部
か
ら
は
、
若
い
人
も
加
入
し
て
い
る
の

で
運
動
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
発

言
。
新
た
に
加
入
し
た
青
年
部
員
は
、
職
場
の
問

題
点
を
国
労
は
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
し
、
何
よ

貨
物
交
流
会
を
開
催

　

本
年
一
月
に
加
入
し
た
佐
々
木
さ
ん
を
迎
え

て
、
新
橋
支
部
・
品
川
駅
分
会
（
熊
瀬
分
会
長
）

が
歓
迎
集
会
を
開
催
し
た
。

　

桐
山
分
会
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
地
本
・

松
川
書
記
長
、
新
橋
支
部
・
谷
崎
委
員
長
か
ら

熱
烈
な
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
た
。
佐
々
木
さ
ん
か

ら
「
東
労
組
に
決
別
し
、
国
労
に
来
た
。
職
場

の
仲
間
と
連
携
し
、
多
く
の
社
員
に
国
労
の
や
っ

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
労
手
帳
と
国
労
バ
ッ
ジ
を
授
与

し
、
全
体
で
和
や
か
な
交
流
会
を
行
っ
た
。

第
３０
回ス

キ
ー
大
会

　

三
月
三
日
・
四
日
、
新
潟
県
湯
沢
パ
ー
ク
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
、
国
労
東
京
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
結
果
は
左
記
の
と
お
り

 

〈
回
転
競
技
〉

Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　

関
根　

賢
治　
　

浦
和
車
掌
区

二
位　

林　
　

哲
也　
　

立
川
運
転
区

三
位　

芹
沢　

宏
明　
　

大
宮
信
通
技
セ

Ｂ
ク
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優
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橘
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康
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神
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電
車
区

二
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山
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東
京
工
事
事
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三
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舟
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新
宿
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立
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運
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有
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三
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関
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賢
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浦
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掌
区

Ｂ
ク
ラ
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優
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橘
川　

康
宏　
　

東
神
奈
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電
車
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二
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古
川　

修
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宇
都
宮
信
通
Ｍ
Ｃ

三
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大
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三
鷹
保
線
技
セ
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総
合
優
勝
）

　
　

橘
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康
宏　
　

東
神
奈
川
電
車
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（
Ｏ
Ｂ
優
勝
）

　
　

柿
本　

岩
男　
　

新
幹
線
Ｏ
Ｂ

　

東
京
地
本
は
三
月
六
日
に
田
町
・
交
通
ビ
ル
に

お
い
て
全
分
会
長
会
議
を
開
催
し
た
。

　

一
四
時
に
稲
荷
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま

り
、
石
上
委
員
長
の
挨
拶
。
本
部
・
浜
中
書
記
長

か
ら
重
要
な
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
Ｊ
Ｒ
不
採
用

問
題
の
現
状
に
つ
い
て
、
東
日
本
・
高
野
委
員
長

か
ら
春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
東
京
地
本
の
運
動
の
最
大
の
柱
で
あ

る
組
織
拡
大
に
向
け
、
武
蔵
小
金
井
駅
・
大
月
保

技
セ
で
の
加
入
で
盛
り
上
が
る
八
王
子
地
区
本

部
・
横
森
書
記
長
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
が
さ
れ

た
。

　

最
後
に
松
川
書
記
長
か
ら
当
面
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
様
々
な
提
起
が
あ
り
、
石
上
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
組
織
拡
大
、
春
闘
勝
利
、
不

採
用
問
題
解
決
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
強
化
に
向

け
、
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

国
労
加
入

歓
迎
会

品川駅

全
分
会
長
会
議

開 

催 
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○
倉
持
忠
雄

（
上
野
支
部
・
亀
有
駅
）　
　
　
　

　

駅
あ
り
に
よ
る
業
務
委
託
。
委
託
の
区
分
が
守

ら
れ
な
い
。
会
社
（
ア
ク
セ
ス
）
と
話
す
場
が
無

い
。
エ
ル
ダ
ー
で
行
く
が
、
行
っ
て
み
な
い
と
中

身
が
不
明
。
一
週
間
で
辞
め
て
し
ま
っ
た
人
も
。

　

組
織
拡
大
。
そ
の
前
に
分
会
の
活
性
化
が
必

要
。
二
年
で
駅
か
ら
車
掌
。
プ
ロ
に
は
な
り
え
な

い
。

○
松
本
正
吉

（
神
奈
川
地
区
本
部
・
本
郷
台
駅
）

　

春
闘
。
大
企
業
は
正
社
員
を
非
正
規
に
置
き
換

え
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
に
大
き
な
内
部
留
保
が
あ
る
。

五
千
円
の
要
求
を
単
な
る
要
求
だ
け
に
し
な
い

よ
う
、
実
現
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
。
不
採
用
問
題
。

横
浜
人
活
裁
判
は
不
当
判
決
。
し
か
し
停
職
は
無

効
な
ど
闘
い
に
活
用
で
き
る
所
も
多
い
。

○
星
川
義
彦

（
八
王
子
地
区
本
部
・
八
王
子
信
通
技
セ
）

　

外
注
化
が
進
み
、
若
手
は
自
分
で
保
守
し
た

経
験
な
し
に
設
計
や
監
督
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

二
五
％
も
の
社
員
が
二
百
時
間
も
の
超
過
勤
務
。

手
一
杯
で
技
術
継
承
が
で
き
な
い
。
ベ
テ
ラ
ン
は

訓
練
の
機
会
が
無
い
。
過
去
の
経
験
で
や
っ
て
い

る
。
パ
ソ
コ
ン
が
き
つ
い
。
組
織
拡
大
。
所
長
に

申
し
入
れ
て
説
明
の
時
間
を
作
っ
て
い
る
。

○
千
田　

永
（
新
橋
支
部
・
蒲
田
車
掌
区
）　
　

　

不
採
用
問
題
。
二
・
一
六
の
四
千
名
結
集
を
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
。
支
部
と
し
て
国
会
議
員
要

請
も
行
っ
た
。
安
全
問
題
。
会
社
は
安
全
を
目
指

し
な
が
ら
、経
費
の
見
直
し
も
行
う
。
大
衆
行
動
・

ア
ン
ケ
ー
ト
・
本
社
行
動
な
ど
積
極
的
な
取
り
組

み
を
。
春
闘
。
支
部
統
一
行
動
。
共
闘
に
も
よ
び

か
け
。
目
に
見
え
る
行
動
を
。
総
決
起
集
会
を

や
っ
て
は
。

○
南
沢
順
一

（
中
央
支
部
・
東
京
工
事
事
務
所
）

　

東
工
所
。
要
員
不
足
。
大
量
退
職
。
技
術
継
承

進
ま
ず
。
工
事
発
注
や
事
務
処
理
の
遅
れ
。
超
勤

を
超
勤
と
し
て
処
理
せ
ず
。
自
己
啓
発
・
勉
強
会

な
ど
の
名
目
で
自
主
的
に
残
っ
て
い
る
事
に
し

て
い
る
。
エ
ル
ダ
ー
で
出
る
人
が
毎
年
い
る
が
、

行
き
先
が
な
か
な
か
提
示
さ
れ
な
い
。
体
が
悪
い

人
も
行
き
先
の
考
慮
無
し
。
イ
ヤ
な
ら
辞
め
て
下

さ
い
。
退
職
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
制
度
の
見
直
し

を
。

○
伊
東
敏
明

（
大
井
工
場
支
部
・
東
京
総
車
セ
・
車
体
科
）

　

安
全
問
題
。
委
託
提
案
。
あ
い
ま
い
な
部
分
が

多
く
不
満
。
支
部
合
対
委
員
会
で
調
査
・
洗
い
出

し
。
偽
装
請
負
な
ど
を
高
木
弁
護
士
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
学
習
。
春
闘
。
五
千
円
要
求
を
キ
ッ
チ

リ
勝
ち
取
ろ
う
。
品
川
春
闘
共
闘
。
連
続
門
前
ビ

ラ
。
か
べ
し
ん
ぶ
ん
。
不
採
用
問
題
。
支
援
共
闘
・

交
流
会
を
開
催
な
ど
。

○
桐
山
一
彦

（
新
橋
支
部
・
品
川
駅
）

　

品
川
駅
で
国
労
加
入
。
以
前
か
ら
東
労
組
を
抜

け
国
労
に
入
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
国
労

の
組
合
員
は
五
四
歳
と
い
う
事
も
あ
り
勧
め
な

か
っ
た
。
し
か
し
本
人
が
決
意
。「
他
に
も
い
る
。

先
陣
を
切
る
た
め
に
加
入
し
た
」。
東
労
組
で
は

「
国
労
と
つ
き
あ
う
な
」
と
言
っ
て
い
る
が
若
手

は
今
ま
で
通
り
。
無
理
に
言
え
ば
若
手
は
反
発
す

る
。

○
青
木
孝
一

（
上
野
支
部
・
東
十
条
駅
）　
　
　

　

王
子
へ
の
助
勤
要
請
。
交
渉
が
で
き
な
い
中
で

現
場
組
合
員
の
が
ん
ば
り
。
偽
装
請
負
の
関
係

で
、
本
体
管
理
者
か
ら
指
示
は
で
き
な
い
が
情
報

提
供
は
で
き
る
と
の
こ
と
。
う
ま
く
対
応
し
て
ほ

し
い
と
の
事
。
こ
う
し
た
点
を
勉
強
す
る
機
会
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
高
齢
者
ば
か
り
。
余
裕
あ
る
人

員
配
置
を
。
不
採
用
問
題
。
こ
れ
か
ら
の
運
動
が

重
要
。
全
組
合
員
が
参
加
で
き
る
運
動
を
。

○
水
内
正
浩

（
神
奈
川
地
区
本
部
・
上
溝
駅
）　

　

委
託
駅
。
日
勤
職
場
と
い
う
こ
と
で
風
呂
が
撤

去
さ
れ
た
。
乗
車
証
明
書
発
行
機
へ
の
イ
タ
ズ
ラ

多
発
。
放
火
未
遂
発
生
。
夜
は
学
生
の
タ
マ
リ
場

に
な
り
壊
さ
れ
る
。
警
察
か
ら
も
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
要
請
。
徹
夜
勤
務
化
し
て
ほ
し
い
。
超
勤
手

当
支
払
い
ミ
ス
。
ア
ク
セ
ス
と
問
題
を
直
接
交
渉

で
き
る
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

第９９回
地
方
委
員
会（
２
月
２０
日
）

発
言
要
旨 

　

三
月
六
日
九
時
よ
り
神
奈
川
県
立
神
奈
川
工
業

高
校
に
お
い
て
、
横
浜
野
球
連
盟
と
合
同
で
講
習

会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
朝
か
ら
雨
に
た
た
ら
れ
、

グ
ラ
ン
ド
は
使
用
で
き
ず
、
校
舎
の
間
の
雨
の
か

か
ら
な
い
場
所
で
の
講
習
と
な
っ
た
。
神
奈
川

工
業
高
校
の
硬
式
野
球
部
選
手
の
協
力
も
得
て
約

一
〇
〇
名
の
審
判
員
・
野
球
選
手
が
、
新
た
に
ル
ー

ル
改
正
さ
れ
た
部
分
や
基
本
動
作
の
確
認
を
た
ん

ね
ん
に
行
な
っ
た
。

○
斉
藤　

薫
（
新
橋
支
部
・
東
京
電
車
区
）　
　

　

ホ
ー
ム
に
駅
員
が
い
な
い
の
で
、
乗
務
員
交
代

で
ホ
ー
ム
を
歩
く
短
い
時
間
で
旅
客
に
い
ろ
い
ろ

聞
か
れ
る
。
時
間
が
無
く
な
り
不
安
全
。
新
型
Ｎ

Ｅ
Ｘ
の
車
両
故
障
が
多
く
ス
ト
レ
ス
の
元
。
検
修

の
委
託
も
不
安
。
運
転
速
度
向
上
で
運
転
時
間
ギ

リ
ギ
リ
。
飛
ば
さ
な
い
と
ダ
イ
ヤ
を
守
れ
な
い
。

そ
れ
が
原
因
で
線
路
が
傷
む
の
で
は
。

○
湊　

信
蔵

（
神
奈
川
地
区
本
部
・
真
鶴
駅
）　

　

不
採
用
問
題
。
地
区
本
部
総
決
起
集
会
・
駅
頭

街
宣
・
裁
判
所
前
街
宣
な
ど

　

組
織
拡
大
。
国
労
説
明
会
の
開
催
。
年
休
・
基

本
給
・
超
勤
な
ど
基
本
的
な
説
明
も
行
っ
た
。

　

平
和
と
民
主
主
義
・
九
条
の
会
。
横
須
賀
・
原

子
力
空
母
反
対
集
会
。改
憲
反
対
へ
の
取
り
組
み
。

○
金
谷
敏
揚

（
大
宮
地
区
本
部
・
大
宮
車
掌
区
）

　

会
社
は
組
合
所
属
で
は
な
く
、
一
社
員
と
し
て

昇
進
試
験
な
ど
も
扱
い
始
め
た
。
裏
を
返
せ
ば
、

組
合
な
ど
関
係
な
い
、
と
い
っ
た
方
向
を
目
指
し

て
い
る
。
若
手
が
駅
か
ら
車
掌
区
・
電
車
区
へ
異

動
し
て
ゆ
く
際
、
個
人
的
な
申
し
送
り
程
度
で
、

組
織
的
な
対
応
に
な
っ
て
い
な
い
。他
、エ
ル
ダ
ー

問
題
・
職
協
関
係
。

第21回へら鮒
つり大会

４/26（月）椎の木湖
羽生市三田ヶ谷平島

参加費～３５００円
申し込みは　各支部

各地区本部へ
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